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 この時期になると感じます。子どもひとり一人に、ジワジワと力がついてきたなと。そう実感 

できる場面が日常の中に見られるからです。一年を通じ、“今”の子どもの姿（力）を『見立て』 

ご家庭や併用先と一緒に『手立て』を考え、あれこれ取り組んできています。一日の流れは変え 

ずとも、子どもが興味関心を持って、その気になって臨めるような『仕掛け』もいろいろ考えて 

きました。その成果が、季節をまたいでジワジワと滲み出しています。即効性のあるように見え 

る取り組みは、期待はさせますが、なかなか自力にはなり得ません。加減を見ながら継ぎ足して 

きた味に嘘はありませんね。あんずに来て、まだ間もない子ども達へ。焦らないで大丈夫。今は 

“下ごしらえ”の最中です。これからも、『見立て』『手立て』『仕掛け』の 3 つを、しっかりと 

つなげていきましょう。 

 お鍋の季節になってきました。あんずの 12 月もグツグツ煮込んでいきたいと思います。 

 

—12 月・1 月の予定— 

                   12 月 13 日（月）ＳＴ（児童） 

                  12 月 14 日（火）ＯＴ（児童） 

                   12 月 28 日（火）～1 月 4 日（火） 

お正月休み（児童・放デイ共） 

                     1 月 5 日（水）ＯＴ（児童） 

                     1 月 12 日（水）ＳＴ（児童） 

                     1 月 25 日（火）ＳＴ（児童） 

                              

 

＝お知らせ＝ 

≪年末年始のお休みについて≫ 

＊年末は、12 月 27 日（月）が、児童・放デイ共に最終日になります。  

＊12 月 28 日（火）～1 月４日（火）は冬休みです。 

連絡、相談がある場合は、あんず携帯（080‐8703‐9655）までどうぞ。 

＊年始は、1 月５日（水）から始まります。お間違えのないようご確認ください。 

 

 

≪来年度の児童・放デイの利用について≫ 

 今月より、児童発達支援、放課後等デイサービス、保育所等訪問支援の来年度の利用希望を 

伺い始めます。お子さんの今の一日一週間の過ごし方や今後の展望も含め、利用の有無、日数 

や曜日等について、ご家庭と一緒に少しずつ話し合っていきたいと思います。 

締め切りは、12 月 24 日（金）となっています。よろしくお願いします。 

 

 

    
 
   

 

   
 

 



≪ドクターＮの医療相談≫（児童・放デイ・訪問支援共通） 

  ２月 17 日（木）14：00～16：00（一人 30 分枠）で、 

埼玉医科大学総合医療センター小児科の奈倉道明先生による個別の医療相談を行います。 

“ドクターの話を聞いてみたい”“診断や検査って？“前の相談からしばらく経ったので”等、 

ちょっとした思いで構いません。ご希望、ご関心のある方は声をかけてください。（空き枠あり） 

 

 

≪発達検査について≫（児童） 

就学前のお子さんについて、質問紙による発達検査を、希望のあるご家庭に実施します。 

詳細は別紙にてお知らせします。年 1 回実施することで、お子さんの成長を振り返り、今後の 

課題を一緒に確認していきたいと思います。ご不明な点がありましたらお尋ねください。 

 

 

 

しばらく感染症対策は継続します！ 

健康状態への早めの留意  検温  換気  こまめな手洗い・消毒 

  

 ＊大人は、マスクを着用されている方のみの入場可。子ども達のマスクは、できる子のみで。 

 ＊子ども本人の他、ご家族に体調不良の方がいる場合の利用はお断りしています。 

 ＊ご家族の学校や職場等身近で感染者が出て、自分や家族が濃厚接触者に当たるかどうか 

不明な場合は、必ず申し出てください。自己判断で利用しないようお願いします。 

＊何か不安なことがありましたら、お気軽にご相談ください。 

 

 

 

 

チョコレートクラスの 11 月あれこれ 

11 月のチョコレートクラスは、いろいろなことに“チャレンジ！”する活動を取り入れて 

きました。 

 朝の会で、型はめの箱を、大人に替わって自分で持ち、お友達一人ひとりにまわって入れて

もらう経験をしました。箱を持ち続けることや、お友達の目線の高さに合わせることが、むず

かしいようです。また、“型”を入れる側のお友達のほうでは、箱の向きによっては、入り口が 

見えにくく、そのことを相手に伝えるのがむずかしく、一人ひとりが相手に合わせることを考

えて取り組んでいました。お互いに止まってしまったり、大人の顔を見つめたり等、微笑まし

い姿がありました。 

 給食のときに、お友達のおしぼりを配ってもらうお当番を始めました。まだ始めたばかりな

ので、慣れないところもありますが、取り組みながら、少しずつできるようになるといいなと

思っています。 

 



キャンディクラスの 11 月あれこれ 

11 月のキャンディクラスは、朝の会でボウリングにチャレンジ‼ 

 いざやってみると、ボールをまっすぐ転がすって、見た目よりむずかしい！ 身体を支えること、 

 両手の使い方や力のコントロール、注目する力、集中力…いろんな力が必要です。 

  自信たっぷり取り組む子もいれば、「転がす」動きを大人と一緒に経験するところから始めた

子もいます。みんな繰り返し行ってきたことで、感覚をつかんできました。 

  ピンを全部倒して「やった！」と喜ぶ姿や、倒れなくて「悔しい、もう一回！」と頑張る姿

が素敵なキャンディさんたち。大好きなお母さんお父さんと、笑顔で「できた！」のタッチが

嬉しいですよね♡ 

  いよいよ寒くなってきましたが、みんなで一緒に喜んだり応援したり、 

わいわい盛り上がって、みんなで温かく（時には熱く⁉）過ごしていきましょう！ 

 

 

 

放デイのひとり言 

  はじまりの会では、今日の流れの話をしています。 

 「きょうのおやつ・かつどうはなんでしょう？」と質問すると、元気よく手を挙げ答えてくれ

るお友達は多いのですが、「今月の目標はなんでしょう？」では、シーンとしてしまいます。 

因みに先月 11 月の目標は「すすんであいさつをしよう」でした。もちろん、みんな挨拶は

できています。ですから、先月の目標の重点は「すすんで」いました。 

  はじまりの会で、目標は第一週に確認するだけでしたが、先月は、第二週も目標の確認をし

ていると、変化が現れてきました。学校へのお迎えや来所時に、顔を見ると「こんにちは」の

挨拶が増えてきて、中学生になると「おまたせしました」の言葉まで聞かれるようになりまし

た。第三週には、「目標の“すすんで”は自分ではどのくらいできていると思いますか？」の問

いかけに、“できている”と、自信を持って手を挙げる子どもがたくさんいました。 

 “繰り返すことで定着していく。定着するまで繰り返す”ことで、できることが増えていくと

いいなと思います。 

 

 

【新しい職員を紹介します】（放デイ）    はじめまして竹下です。 

                    楽しい放課後を過ごせるよう、 

                    お手伝いさせていただきます。 

                    よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



保育所等訪問支援のある日あるとき  

  途中でガス欠せずにすごせるようになってきたな～と、ニコニコ見守りたくなる子が、何人

も出てきました。身支度や靴の脱ぎ履きにパワーを注ぐ必要がなくなり、余力を他に回せるよ

うになっている姿が、何人も見られるようになりました。肩の力が抜けてきた子もいますよ。 

  「お友達に手を出しちゃったみたいで…」と、お母さんから見てきてほしいとリクエストが 

 あり、訪問してみると…。いやいや「最近、友達との距離が近くなってきたんです！」と先生

からの高評価！ 関わりが始まったが故の“こすりあい”だったようです。友達関係の一歩進ん

だテーマが見えてきました。 

  どの園も、どのクラスも、どの教室も、友達の成長は早いものです。でも、その中に身を置

き、楽しく過ごしている“あの子”“その子”の姿に、集団で過ごす時間の大切さを感じること

のできた 11 月でした。先生方、いつもありがとうございます。 

 

 

 

 

あんず書店    

『ちょっとだけ』  
瀧村 有子 さく  鈴木 永子 え 

 

              赤ちゃんが生まれて、おねえちゃんになったなっちゃん。 

             いつもお母さんと一緒にやっていることを一人で頑張って 

やってみます。なっちゃんの「ひとりでできた！」嬉しい 

気持ちが伝わってきて、最後のお母さんの言葉にジ～ンと 

心暖まる一冊です。（山田） 

 

 

 

☆お 礼☆ 

11 月、雑巾のご寄付をお願いしましたところ、何人もの方にご協力をいただきました。 

  その他にも、アルコール消毒液やタオル、ポリ袋、ＢＯＸティッシュ等をいただき、早速 

使わせていただいております。また、オモチャもたくさんいただきました。 

大切に使わせていただきます。本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

プレゼントは、渡しても、もらっても 

うれしい気持ちになりますね。ぜひ！ 

 


